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資料２

平成30年7月豪雨について
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【概要】
○ 台風第7号から変わった温帯低気圧が、７月５日には本州付近に停滞していた梅雨前線と一体化した。
○ 梅雨前線は、暖かく湿った空気が継続して流れ込んだ影響で、活動が⾮常に活発となった。
この状態が、7月5日頃から8⽇頃まで続いたため、⻄⽇本から東海地⽅を中⼼に記録的な⼤⾬となった。

7月5日 7月6日 7月7日

7月5日9時 7月6日9時 7月7日9時
■ 天気図

■ ⽇降⽔量（解析⾬量）

単位：ミリ

7月8日

7月8日9時

「平成30年7月豪雨」の概要
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■ 6月28日から7月8日までの総降⽔量（アメダス）と
その期間での降⽔量平年⽐ ■6月28日から7月8日までに観測された最大48時間⾬量（アメダス）

■6月28日から7月8日までに観測された最大72時間⾬量（アメダス）

■全国のアメダス地点（比較可能な966地点）で観測された降⽔量の総和
（1982年1月上旬から2018年7月上旬における各旬の値の度数分布）

観測史上１位を更新した地点数：124地点
７月としての１位を更新した地点数：239地点

観測史上１位を更新した地点数：122地点
７⽉としての１位を更新した地点数：264地点降⽔量の総和（mm）

回数

「平成30年7月豪雨」の⾬量の状況
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(A)多量の水蒸気を含んだ湿った空気の２つの流れ込みが⻄⽇本付近で合流し持続
(B)梅雨前線の停滞や、下層の冷たい空気の流⼊に伴う梅⾬前線の強化などによる持続的な上昇流の形成
(C)局地的な線状降⽔帯の形成

太平洋高気圧
（破線は平年の位置）

オホーツク海
高気圧

梅雨前線

(A)中層・下層の湿った空気の流れ

(B)上空の気圧の谷が
ゆっくり南東へ進み、⻄
⽇本付近で上昇流を

励起

(A)東シナ海において、
積雲対流活動が活発

(A)太平洋高気圧の縁に沿った、
下層の湿った空気の流れ

(C)局地的に線状降⽔帯形成

(B)持続的な湿った空気の集中と
上昇流により記録的な⼤⾬

(B)下層の冷たい
空気が流れ込み、
前線強化

７月５日から８日の記録的な大雨の気象要因のイメージ図

（B)梅雨前線の停滞

「平成30年7月豪雨」の大雨の発生要因
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広島

平成30年
7月6〜7日
広島県呉市
(呉アメダス)

平成29年
7月5〜6日
福岡県朝倉市
(朝倉アメダス)

平成26年
8月19〜20日
広島県広島市
(三入アメダス)

解析⾬量 ２日間積算
(平成30年7月6〜7日)猛烈な⾬

非常に激しい雨

激しい雨

強い雨

猛烈な⾬

非常に激しい雨

猛烈な⾬

非常に激しい雨

福岡・大分

広島
岡山

愛媛

解析⾬量 ２日間積算
(平成29年7月5〜6日)

解析⾬量 ２日間積算
(平成26年8月19〜20日)

(時)

(時)

(時)

島根

福岡

⻑崎

兵庫

高知

鳥取
京都

岐阜

佐賀
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事
例
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、
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い
雨
、
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し
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雨
が

長
時
間
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り
続
く
事
例

激しい雨

強い雨

激しい雨

強い雨

「平成30年7月豪雨」と「平成29年7⽉九州北部豪⾬」等との比較
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